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区民の皆様へ

　第五地区住民自治協議会の令和３年度総会は、コロナ禍で中止も見据えていましたが、昨年度も総会を中止した経過があ
り、本年度はコロナ対策を取りながら、短時間での開催となりました。
　来賓には、長野市地域活動支援課 畑  順子課長・風間辰一長野県議会議員（中御所在住）・グレート無茶 長野市議会議員

（南石堂町在住）にご出席いただき、来賓の皆様からご挨拶をいただきました。
　議事に入り、令和２年度は、９月頃まで予定していた各部会の行事を全て中止とし、秋口からコロナ対策をしながら、い
くつかの行事を進めてきた報告があり、決算についても行事の中止による予算未消化があり、令和３年度への繰越金が多く
なった報告がされました。
　令和３年度の事業計画と予算についても中止や延期を考慮しないことで提案され、会則の一部変更など一連の議案が承認
されました。

　第五地区住民自治協議会会長の、北石堂町区長、小林 忍です。昨年は、新型コロナウィルスの関
係で、総会も開催できず、波乱の出発となってしまいました。
　また、各事業も秋までほぼ開催を予定しておりました行事も開催できない状況になってしまいま
した。
　今年度の大きな事業として、「防災マップ」更新は、台風などの水害被害を想定した「新しい防災
マップ」を作成することにしていますが、新型コロナウィルスの影響で、会議の開催もままならな
い状況です。

　住民の皆様の中には、お話や運動などを控えておられる方も多いかと思います。まだまだお落ち着いてきてはおりません
が、第五地区住民の交流の計画につきましは、活動を止めることなく、感染防止対策を取りながら、スポーツ大会や福祉研
修などをできたらと思っています。
　第五地区の活性化は、「交流の場を広げ 人を知ろう」と目標を立てています。皆様の参加をお願いし、沢山の人と交流が
できる町にして行きましょう。
　簡単ではありますが、総会開催にあたり、挨拶といたします。

◆ ◆ ◆  会長あいさつ 第五地区住民自治協議会 会長　小林　忍　

～コロナ対策をとって開催～

令和3年度  評議委員会（総会）を開催



　第五地区のキャッチフレーズである『誰もが、何時でも、居心地よく』を基本とし、お互いに支
え合い、安心して暮らせる『まちづくり』を目指すため、４つの部会がそれぞれの事業計画に沿っ
て活動します。

　当協議会の活動を広く住民や他
地区に理解いただくための広報活
動を行い、併せて商工会等との連
携を図り「交流の場を広げ・作り
人を知ろう」を目指す事業を実施
します。 

安全で安心して暮らせるまちづく
りを目指すため、交通安全・防
災・防犯関係の事業を実施します。

　「思いやりの心で集う美しいま
ちづくり」を目指し、住民の福祉
健康に関する事業や、地区の環境
美化に関する活動を実施します。

　次世代を担う青少年の育成や、
人権意識の高揚のための啓発活動
を行うため、家庭・学校・地域の
連携事業、生涯学習推進、世代間
交流、人権教育、文化・スポーツ
事業を実施します。

◦広報活動の充実（協議会だよりの発行等）
◦視察研修の実施
◦５地区合同の「ながの未来トーク」の開催など
◦福祉のまちづくりの推進
◦商工会との連携事業の推進
◦地域きらめき事業の推進
◦各部会活動の連携調整　など

◦防災訓練の実施
◦防災マップの修正と発行
◦防災グッズ等の整備（拡充）
◦防災研修の実施と小学校との連携実施
◦自主防災委員会の活動
◦交通安全、犯罪防止研修会の開催
◦防災士関連の避難行動等の仕組み作り
◦福祉のまちづくりの推進　など

【健康福祉事業】
◦福祉研修会の開催
◦ 健康づくりに関する事業（ノルディックウォー
キングの）開催

◦中心５地区「地域たすけあい事業」の推進
◦福祉のまちづくりの推進
◦生活支援体制整備事業の推進　など

◦地区スポーツ大会の開催
◦各町（育成会等）体育事業用具等補助
◦人権教育研修会の開催
◦生涯学習、青少年に関する視察研修の開催
◦福祉のまちづくりの推進　など

【環境美化事業】
◦裾花川河川敷清美の実施
◦ゴミ分別・収集に関する業務及び事業の実施
◦ゴミ処理、分別収集に関する研修会の開催
◦資源物リサイクル活動の実施
◦福福祉のまちづくりの推進　など

部会長　森　良彦 部会長　柏木久仁昭

部会長　臼井　正行 部会長　川井　清司

総務広報部会 安全防災部会

健康福祉環境部会 生涯学習青少年育成部会

事 業 計 画
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【収入の部】 （単位　円） 【収入の部】 （単位　円）

大項目 中項目 予算額 決算額 大項目 中項目 予算額

１公的補助金
地域いきいき運営交付金 9,352,000 9,352,000

１公的補助金
地域いきいき運営交付金 9,732,000

補助金 1,244,000 1,116,398 補助金 1,100,000

２負担金 地区負担金 1,116,000 1,099,531 ２負担金 地区負担金 1,228,000

３諸収入 雑収入 150,500 114,245 ３諸収入 雑収入 150,500

４繰越金 前年度繰越金 1,468,627 1,468,627 ４繰越金 前年度繰越金 1,768,781

収　入　合　計 13,331,127 13,150,801 収　入　合　計 13,979,281

【支出の部】 【支出の部】

大項目 中項目 予算額 決算額 大項目 中項目 予算額

１事務局費（共通経費） 人件費・会議費他 6,010,000 4,464,650 １事務局費（共通経費） 人件費・会議費他 5,398,000

２事業費

総務広報部会 650,000 353,204

２事業費

総務広報部会 760,000

健康福祉環境部会 1,200,000 1,603,056 健康福祉環境部会 1,340,000

安全防災部会 600,000 342,200 安全防災部会 900,000

生涯学習青少年育成部会 760,000 668,500 生涯学習青少年育成部会 740,000

３配分・委託料等 各区への配分・委託料他 3,650,000 3,750,410 ３配分・委託料等 各区への配分・委託料他 3,922,000

４繰出金 運用資金（災害等基金） 200,000 200,000 ４繰出金 ２運用資金（災害等基金） 200,000

５予備費 261,127 0 ５予備費 719,281

支　出　合　計 13,331,127 11,382,020 　支　出　合　計 13,979,281

令和２年度決算 令和３年度予算
（令和２年４月１日～令和３年３月31日） （令和３年４月１日～令和４年３月31日）

　第一から第五地区の中心５地区「地域たすけあい事業」連合会の令和３年度総会は、新型コロナウィルスの影響で、総会
を中止し、持ち回り承認になりました。
　地域たすけあい事業は、中心５地区に住む高齢者、障害をお持ちの方が、日常生活でこまった時に、地域住民が有償です
が、家事援助や外出のお手伝いを行う事業ですが、令和２年度は、新型コロナウィルスの影響で、利用者数が大幅に減にな
りました。

　たすけあい事業の需要は年々増加しており、病院などの送り迎えや、家事援助などの、協力会員を募
集しています。熱意がある方であれば年齢経験は問いません。下記の電話へお問い合わせください。
 （地域たすけあい事業 事務局　TEL 238-2820）

地域たすけあい事業連合会総会

健康福祉環境部会

第一地区 第二地区 第三地区 第四地区 第五地区 合　計 協力会員

家事援助
登録者数 26 41 24 15 20 126

30
利用件数 130 146 106 62 136 580

福祉移送
登録者数 53 80 37 17 22 209

9
利用件数 152 715 165 269 217 1,518

収入総額 13,150,801円
支出総額 11,382,020円
差引残高（令和３年度へ繰越）  1,768,781円

収入予算総額 13,979,281円
支出予算総額 13,979,281円
差引残高  0円

協力会員

募集！



〒380-0833
長野市大字鶴賀権堂町2201番地 20
権堂イーストプラザND 1階 第一から第五地区合同事務所

お 知 ら各 町 か ら の ご 案 内各 町 か ら の

　２月中、コロナの影響で体操を自粛していた「中御所ずく楽クラブ」が、裾花川
ウォーキングロードで「ずく楽ウォーク」を開催しました。２月の毎週木曜日10
時スタート、自分に合ったペースで自由な距離を歩きました。
　裾花川のせせらぎを聞きながら「ずく楽クラブの誰かに会えるかもしれない」と
いうワクワク感も楽しみながら、気持ち良く歩きました。
　途中でバッタリ出会った人と笑顔で挨拶したり、ちょっと立ち止まっておしゃべ
りしたり、ずく楽ウォークは「元気の交換」ができる素敵な活動になりました。
　初回の２月４日（木）は約17名が参加し、「コロナ禍でも、自然の中で楽しめる良い企画だと思った。」と好評
でした。３月からは、「ずく楽クラブ」を再開。コロナ対策を徹底し、楽しみながら体操しています。

コロナ禍で見つけた新しい活動
～「中御所ずく楽クラブ」～中御所

より

第五地区の皆様へ 

回覧 
家庭と地域の子育て講座 

ママもお子さんもどちらも主役になれるプログラム！ 

スキンシップを取りながら親子で曲に合わせて全身運動を

していきます。「愛されたい」「役に立ちたい」「認められた

い」という感情を満たし自尊心を高めます。 

身近な公民館で、お子さんと一緒に楽しい時間を過ごしま

せんか？ 

教室 
のご案内 

 

日 時：令和 3 年 6 月 23 日（水） 

午前 10 時～11 時 

 

対 象：第五地区にお住いの未就園児（6 か月～3 歳）とその家族 

 

定 員：１０組 
 

講 師：Smile Flower 代表 湯本 真貴子先生 

（社）日本親子体操協会ベビー（０～２歳）親子体操指導資格 

（公社）日本エアロビック連盟テクニカルアドバイザー 

 

会 場：九反公民館（裏面参照） 

 

持ち物：飲み物、タオル、動きやすい服装 

 

参加費：無料 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

※参加ご希望の方は事務局までお申し込みください。 

申し込み受付開始６月１日（火）～ 

お申込み・お問い合わせ：第五地区住民自治協議会事務局☎２６２－１５１２ 

担当：生涯学習青少年育成部会 

参加者にお菓子のプレゼント！ 

※お手伝いしてくれるボランティアさんを募集しています！ 

事務局までお問い合わせください。 

 

 

新型コロナウイルスの影響で、変更になることもあります。 

　４月15日（木）第一地区から第五地区合同で、「ノルディックウォーキングを楽
しもう！！」を開催し、約30名の方が参加しました。お天気に恵まれ、権堂イース
トプラザから目的地の長野県立美術館（旧長野県信濃美術館）まで歩きました。自分
の体調に合わせてショートコースとロングコースに分かれて、会話を楽しみながら気
持ち良く歩きました。リニューアルした長野県立美術館では、館内の無料スペースを
見学したり、屋上広場で善光寺と美しい自然を眺めたり、リフレッシュした時間を過
ごしました。この活動は、6/17（木）・7/15（木）・9/16（木）・11/18（木）・
3/17（木）にも開催しますので、お気軽にご参加ください。

　「第五地区地域福祉活動計画（今年３月発行）」では、子育て支援事業に取り組む
ことにしています。
　第五地区には子育て中の方たちの情報交換の場が少なく、また新型コロナウイル
スの影響で遊び場も制限されているため、交流の輪を広げ、地域で安心して子育て
ができるよう支援していきたいと思います。
　初回は、講師の先生を招き「親子ビクス教室」を開催します（詳細は回覧板を
ご覧ください）。参加者の声を聞きながら、第五地区の楽しい「子育てサロン」を
作っていきたいと思います。

ノルディックウォーキングで交流＆健康増進

健康福祉環境部会

新事業 「家庭と地域の子育て講座」
～親子ビクス教室のご案内～

権堂イーストプラザで準備体操

長野県立美術館屋上
広場で記念撮影


